
 

 
 

 

 

 

GIGAスクール構想とデジタルアーカイブ（２） 
～コンテンツの記録・保管と学習活動での活用の発展～ 

 
櫟 彩見、眞喜志 悦子、横山 隆光（岐阜女子大学）、 

          新垣 さき、又吉 斎（沖縄女子短期大学） 
 

 GIGA スクール構想として一人ひとりに適した学習コース（カリキュラム）を構成し情報

端末等を用いて、確かな学びの実現が求められている。 

 コンピュータを用いた一人ひとりに適した学びの提供は、過去に大きく分けると、CAI

（Computer Assisted Instruction）と CMI（Computer Managed Instruction）がある。 

 CAI は 1960 年頃から実践さ

れだし、当時は、コンピュータプ

ログラムに、教材、学習材、説明

等を記録していた。このため、学

びは学習状態（反応）に応じて記

録されている決められた学習コ

ースに限定されていた。 

 

（１）カナ、英数字等による CMI（教師に学習指導用の資料を提供） 

 CMI は、1970 年頃から日本では実践研

究が進みだし、教材、評価問題や授業実践

等の学習資料を記録・保管し、教師の学習

指導の参考情報の提供がされていた。 

 当時の記録・保管資料は、①授業の言語

活動 ②レスポンスアナライザーによる

授業での学習資料 ③教師、学習者間の授

業（VTR 記録）の行動カテゴリーの分析

結果（OSIA 等の行動カテゴリーを参考

に） ④筋電など授業時の生理反応 ⑤

テストの結果 などが保管されていた。とくに、問題や教材の誤りの傾向が学習システム研

究会で教科ごとに組織的に調査・保管された。（これらの教育実践のデータは 1967 年から

後藤、尚田等により開発・計測されてきた。）このような CMI システムが教育実践用として
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広瀬弘、森幸雄、後藤忠彦、成瀬正行”CMI システムについて” 

岐阜大学教育学部研究報告（1972 年 10 月） 

 

資料のデジタル化・保管・流通・活用等の実践紹介 



構成されたのが、川島小学校の CMI である。（Data Report No.61 に構成図“小学校 CMI シ

ステム”（1978）を示している。） 

 

（２）日本語処理が 1980年頃に実用化「教育情報データベースの構成」 

 1981 年には、岐阜大学カリキュラム開

発研究センターに当時の中型電子計算機

が設置され、漢字、図形処理機能を持つ図

のようなコンテンツを保管・活用する教育

情報データベースが構築された。（SIS-

TEM V） 

 当時は、まだ、映像等の保管は困難であ

り、マイクロフィルム検索装置をコンピュ

ータに統合させ、管理していた。また、

VTR 等は資料番号をデータベースに登録

し保管していた。また、1980 年以前は、

具体的な内容（たとえば評価問題）は漢字の

記録が困難であり、番号をカナ文字で管理し

ていたが、本格的な日本語処理で教材等の保

管が可能になった。 

 1980 年代当時は、まだ、電話回線を用い

て情報検索をしていた時期であり、多くのデ

ータの流通は困難であった。このため、デー

タは、フロッピーディスクや印刷（プリンタ

ー出力）が主として用いられていた。 

 

（３）映像、音声、文字、数値などの保管（デジタルアーカイブへの発展） 

 1990 年代になり、映像、音声、文字、数値等の保管が可能になり、映像教材の保管が始

まった。とくに地域文化資料や文書関係のデジタルコンテンツにメタデータを付け、現状の

デジタルアーカイブに発展してきた。 

 

GIGAスクール構想での情報活用の参考に 

 教育情報システムは、GIGA スクール構想で参考になる事例が多い。たとえば 

 ①教師のカリキュラム開発：学習指導計画、学習プログラム（ブック）など 

 ②学習者への資料の提供：個に応じた学習材や学習者が自分のカリキュラムの構成、主体

的学び 

③教育実践の参考資料：問題の誤りの傾向、学びの傾向、学習指導法、研修資料等 

GIGA スクール構想の実践にあたっては、情報端末を用いて総合的な教育情報の利活用を

進めるべきである。 

岐阜大学カリキュラム開発研究センター 

教育情報データベースの構築を利用（1982 年） 


